
(57)【要約】

【課題】セルロース系樹脂からなる透明支持体の上に配

向膜及び液晶化合物のコーティング層がこの順に形成さ

れている光学補償フィルムを用いた液晶表示装置又は感

圧式接着剤付き偏光板において、その光学補償フィルム

が水に対する耐性が低い層を含む場合であっても、湿熱

条件下での層間剥離や層破壊を防止して、その耐水性を

高める。

【解決手段】偏光子１の片面に透明保護フィルム７を接

着し、他面には、セルロース系樹脂からなる透明支持体

３の上に配向膜４及び液晶化合物のコーティング層５が

この順に形成されている光学補償フィルム２をその透明

支持体３側で接着して、厚み１６０～１８０μmの偏光

板１０とし、その液晶コーティング層５側に感圧式接着

剤層９を設けて、液晶セル１５のガラス基板１７に貼り

合わせる。その際、感圧式接着剤層９は、ガラスに対す

る１８０度引きはがし粘着力が１０Ｎ／２５mm以上のも

ので構成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ラ ス 基 板 を 有 す る 液 晶 セ ル に 、 感 圧 式 接 着 剤 を 介 し て 厚 み １ ６ ０ ～ ２ ０ ０ μ m の 偏 光
板 が 貼 り 合 わ さ れ て な り 、 該 偏 光 板 は 、 偏 光 子 を 中 心 と し て 、 そ の 一 方 の 面 に 透 明 保 護 フ
ィ ル ム が 接 着 さ れ 、 他 方 の 面 に は 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な る 透 明 支 持 体 の 上 に 配 向 膜 及
び 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ て い る 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 、 そ の 透 明
支 持 体 側 で 接 着 さ れ た も の で あ り 、 該 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 側 で 、 ガ ラ ス に 対 す る
１ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 で あ る 感 圧 式 接 着 剤 を 介 し て 液 晶 セ ル の
ガ ラ ス 基 板 に 貼 り 合 わ さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 感 圧 式 接 着 剤 は 、 該 偏 光 板 を 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 に 貼 り 合 わ せ て 加 圧 処 理 し て か ら １
日 後 の ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 で あ る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 感 圧 式 接 着 剤 は 、 該 偏 光 板 を 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 に 貼 り 合 わ せ て 加 圧 処 理 し て か ら １
日 後 の ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 は １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm未 満 で あ る が 、 ガ ラ ス
基 板 に 貼 り 合 わ せ て 加 圧 処 理 し た 後 、 ４ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で 熱 処 理 を 施 す こ と で ガ ラ ス に 対
す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 と さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 偏 光 子 の 一 方 の 面 に 接 着 さ れ る 透 明 保 護 フ ィ ル ム は 、 偏 光 子 と 反 対 側 に 表 面 処 理 が 施 さ
れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 構 成 す る 配 向 膜 は 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 樹 脂 か ら な る 請 求 項 １
～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 構 成 す る 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 は 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 を
含 有 す る 光 学 補 償 層 で あ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 光 学 補 償 層 は 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 を 有 す る 液 晶 化 合 物 か ら な る 負 の 複 屈 折 を
有 す る 層 で あ り 、 該 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 が 透 明 支 持 体 面 に 対 し て 傾 い て お
り 、 そ し て 該 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 と 透 明 支 持 体 面 と の な す 角 度 が 、 光 学 補
償 層 の 厚 さ 方 向 に お い て 変 化 し て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 が 透 明 支 持 体 面 に 対 し て な す 角 度 は 、 光 学 補 償 層 の
厚 さ 方 向 に お い て 光 学 補 償 層 の 透 明 支 持 体 側 か ら の 距 離 の 増 加 と と も に 増 加 し て い る 請 求
項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 偏 光 子 を 中 心 と し て 、 そ の 一 方 の 面 に 透 明 保 護 フ ィ ル ム が 接 着 さ れ 、 他 方 の 面 に は 、 セ
ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な る 透 明 支 持 体 の 上 に 配 向 膜 及 び 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 が こ の
順 に 形 成 さ れ て い る 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 、 そ の 透 明 支 持 体 側 で 接 着 さ れ て い る 厚 み １ ６ ０
～ ２ ０ ０ μ m の 偏 光 板 で あ っ て 、 さ ら に そ の 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 側 に 感 圧 式 接 着
剤 層 が 設 け ら れ て お り 、 該 感 圧 式 接 着 剤 層 は 、 ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力
が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 偏 光 板 が 配 置 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 及 び そ れ に 用 い る 感 圧 接 着 剤 付 き 偏 光 板 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 低 消 費 電 力 、 低 電 圧 動 作 、 軽 量 、 薄 型 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ が 、 携 帯 電 話 、 携 帯 情
報 端 末 、 コ ン ピ ュ ー タ 用 の モ ニ タ ー 、 テ レ ビ な ど 、 情 報 用 表 示 デ バ イ ス と し て 急 速 に 普 及
し て き て い る 。 液 晶 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 さ ま ざ ま な モ ー ド の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ が 提 案 さ れ
て 、 応 答 速 度 や コ ン ト ラ ス ト 、 狭 視 野 角 と い っ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 問 題 点 が 解 消 さ れ つ
つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に は 、 Ｔ Ｎ （ Twisted Nematic： ね じ れ ネ マ チ ッ ク ） 、 Ｓ Ｔ Ｎ （ Super
 Twisted Nematic： 超 ね じ れ ネ マ チ ッ ク ） 、 Ｖ Ａ （ Vertical Alignment： 垂 直 配 向 ） 、
Ｉ Ｐ Ｓ （ In-plane Switching： 横 電 界 ） な ど の さ ま ざ ま な 方 式 が あ る が 、 こ れ ら の 方 式 に
は 、 液 晶 分 子 が 位 相 差 値 を 持 つ こ と に よ る 光 漏 れ や 、 偏 光 板 に お け る 斜 視 時 の 軸 角 度 の ず
れ な ど に 起 因 し て 、 そ れ ぞ れ に 弱 点 と な る 視 野 角 の 狭 い 方 向 （ 方 位 角 ） が 存 在 す る 。 こ の
よ う な 弱 点 と な る 視 野 角 を 拡 大 す る 方 法 と し て 、 位 相 差 フ ィ ル ム に よ る 液 晶 セ ル や 偏 光 板
へ の 光 学 補 償 と い う 方 法 が 広 く 採 用 さ れ て い る 。 そ の た め の 位 相 差 フ ィ ル ム な い し 光 学 補
償 フ ィ ル ム は 、 液 晶 セ ル 内 の 液 晶 の 位 相 差 値 、 配 向 方 向 、 液 晶 分 子 の 駆 動 方 式 な ど に よ っ
て 最 適 な 種 類 が 変 わ っ て く る た め 、 多 く の 種 類 の も の が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 位 相 差 フ ィ ル ム な い し 光 学 補 償 フ ィ ル ム の 一 つ と し て 、 透 明 支 持 体 上 に 液 晶
化 合 物 を コ ー テ ィ ン グ し て 光 学 特 性 を 発 現 さ せ る タ イ プ の も の が あ る 。 こ の 種 の 光 学 補 償
フ ィ ル ム は 通 常 、 透 明 支 持 体 上 に 液 晶 化 合 物 を 塗 布 し て 作 製 さ れ る が 、 多 く の 場 合 、 そ の
液 晶 化 合 物 を あ る 特 定 方 向 に 配 向 さ せ る た め に 透 明 支 持 体 上 に 予 め 配 向 膜 を 形 成 す る 。 例
え ば 、 特 開 平  9-179125 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 透 明 支 持 体 上 に 配 向 膜 を 設 け て 配 向
膜 付 き 支 持 体 と し 、 そ の 配 向 膜 上 に デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 化 合 物 か ら な る 光 学 異 方 層 （ 光 学 補
償 層 ） を 設 け て 、 光 学 補 償 シ ー ト と す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 配 向 膜 の 材 質 は 、 配 向 特 性 や 塗 布 性 、 光 学 特 性 、 耐 久 性 な ど を 考 慮 し て 適 切 な も の が 選
択 さ れ る べ き で あ る が 、 特 に 配 向 特 性 や 塗 布 性 の 面 か ら 、 水 に 対 し て あ ま り 耐 性 の な い 材
料 、 換 言 す れ ば 親 水 性 の 材 料 か ら 選 ば れ る こ と も 多 い 。 例 え ば 、 上 記 特 許 文 献 １ で は 、 配
向 膜 と し て ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル が 推 奨 さ れ て い る 。 配 向 膜 や コ ー テ ィ ン グ 層 が 水 に 対 す
る 耐 性 の な い 材 料 で 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 多 量 に 水 分 を 含 む 環 境 下 で の 耐 久 性 が 不 足 し 、
例 え ば 、 高 温 ・ 高 湿 条 件 下 な ど に お い て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 不 具 合 を 生 じ る こ と が あ る 。
具 体 的 に は 、 水 の 影 響 で 、 い ず れ か の 層 が 十 分 な 密 着 力 を 失 っ た 場 合 に は 、 偏 光 板 を 構 成
す る 他 の 層 の 熱 に よ る 伸 縮 や 吸 放 湿 に よ る 伸 縮 な ど の 外 部 応 力 に よ り 、 層 間 の 剥 離 や そ の
層 自 身 の 破 壊 が 生 じ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 詳 し く 説 明 す る と 、 ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス な ど の セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な る 透
明 支 持 体 上 に 親 水 性 の 配 向 膜 が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 が 形 成 さ
れ た 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 偏 光 子 の 片 面 に 接 着 し 、 偏 光 子 の 他 面 に は 通 常 の ト リ ア セ チ ル セ
ル ロ ー ス か ら な る 透 明 保 護 フ ィ ル ム を 接 着 し た 偏 光 板 に お い て は 、 高 温 高 湿 条 件 に 晒 し た
場 合 、 親 水 性 の 配 向 膜 が 水 分 に 影 響 さ れ て 、 偏 光 板 端 部 で 配 向 膜 と 各 層 の 間 の 密 着 力 が 低
下 す る こ と か ら 、 透 明 支 持 体 ／ 配 向 膜 ／ 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 の い ず れ か の 界 面 で
浮 き が 生 じ 、 そ こ を 起 点 と し て ト ン ネ ル 状 の 空 隙 が 偏 光 板 内 部 ヘ 進 行 し て い く 現 象 が 起 こ
り う る こ と が 見 出 さ れ た 。 以 下 、 こ の よ う な 現 象 を ト ン ネ リ ン グ と 呼 ぶ こ と が あ る 。 図 ４
に 、 ト ン ネ リ ン グ が 生 じ た 偏 光 板 の 表 面 端 部 を 拡 大 し た 写 真 を 示 す 。 こ の 図 に お い て 、 右
側 が 偏 光 板 の 端 で あ り 、 そ こ か ら 複 数 の ト ン ネ リ ン グ ３ ０ が 成 長 し て い る こ と が わ か る 。
こ の 偏 光 板 に 感 圧 式 接 着 剤 層 を 設 け た 場 合 、 あ る い は そ れ を 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 に 貼 り
合 わ せ た 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ７ ９ １ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 偏 光 子 を 中 心 と し て 、 一 方 の 面 に 透 明 保 護 フ ィ ル ム が 接 着 さ
れ 、 他 方 の 面 に は 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な る 透 明 支 持 体 の 上 に 配 向 膜 及 び 液 晶 化 合 物 の
コ ー テ ィ ン グ 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ て い る 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 、 そ の 透 明 支 持 体 側 で 接 着
さ れ て い る 厚 み １ ６ ０ ～ ２ ０ ０ μ m の 偏 光 板 を 、 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 側 で 感 圧 接
着 剤 を 介 し て 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 に 貼 り 合 わ せ た 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 そ の 光 学 補 償
フ ィ ル ム が 水 に 対 す る 耐 性 が 低 い 層 を 含 む 場 合 で あ っ て も 、 湿 熱 条 件 下 で の 層 間 剥 離 や 層
破 壊 を 防 止 し て 、 そ の 耐 水 性 を 高 め る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 課 題 は 、 偏 光 子 を 中 心 と し て 、 一 方 の 面 に 透 明 保 護 フ ィ ル ム が 接 着
さ れ 、 他 方 の 面 に は 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な る 透 明 支 持 体 の 上 に 配 向 膜 及 び 液 晶 化 合 物
の コ ー テ ィ ン グ 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ て い る 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 、 そ の 透 明 支 持 体 側 で 接
着 さ れ て い る 厚 み １ ６ ０ ～ ２ ０ ０ μ m の 偏 光 板 に 対 し 、 上 記 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層
側 に 感 圧 式 接 着 剤 層 を 設 け た 感 圧 接 着 剤 付 き 偏 光 板 に お い て 、 そ の 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 水
に 対 す る 耐 性 が 低 い 層 を 含 む 場 合 で あ っ て も 、 湿 熱 条 件 下 で の 層 間 剥 離 や 層 破 壊 を 防 止 し
て 、 そ の 耐 水 性 を 高 め る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の よ う な 層 間 剥 離 や 層 破 壊 は 、 他 の 部 材 の 伸 縮 に 由 来 し て 引 き 起 こ さ れ る こ と が 多
く 、 何 ら か の 手 法 で 、 偏 光 板 を 形 成 す る 他 の 部 材 の 熱 に よ る 伸 縮 や 吸 放 湿 に よ る 伸 縮 を 抑
え て や る こ と で 、 か か る 不 具 合 を 解 消 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に お い て は 、 こ の よ う な
水 に 対 す る 耐 性 が 低 い 層 を 含 む 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 用 い た 場 合 に 、 偏 光 板 を 構 成 す る 他 の
部 材 の 熱 に よ る 伸 縮 や 吸 放 湿 に よ る 伸 縮 を 抑 え て や る こ と で 、 湿 熱 条 件 下 に お い て 層 間 の
密 着 力 が 低 下 し た 場 合 に も 剥 が れ や 浮 き な ど の 不 具 合 を 生 じ な い 高 耐 久 の 偏 光 板 、 さ ら に
は 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 で き る こ と が 見 出 さ れ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 本 発 明 に よ れ ば 、 ガ ラ ス 基 板 を 有 す る 液 晶 セ ル に 、 感 圧 式 接 着 剤 を 介 し て 厚 み
１ ６ ０ ～ ２ ０ ０ μ m の 偏 光 板 が 貼 り 合 わ さ れ て な り 、 そ の 偏 光 板 は 偏 光 子 を 中 心 と し て 、
そ の 一 方 の 面 に 透 明 保 護 フ ィ ル ム が 接 着 さ れ 、 他 方 の 面 に は 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な る
透 明 支 持 体 の 上 に 配 向 膜 及 び 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ て い る 光 学
補 償 フ ィ ル ム が 、 そ の 透 明 支 持 体 側 で 接 着 さ れ た も の で あ り 、 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ
層 側 で 、 ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 で あ る 感 圧 式 接
着 剤 を 介 し て 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 に 貼 り 合 わ さ れ て な る 液 晶 表 示 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 感 圧 式 接 着 剤 の ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 を １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以
上 と す る に は 、 二 通 り の 手 法 が あ り う る 。 第 一 の 手 法 は 、 偏 光 板 に 配 置 す る 感 圧 式 接 着 剤
層 の 接 着 力 を も と も と 高 く 設 計 す る も の で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 偏 光 板 を ガ ラ ス に 貼 り つ
け た 後 に 特 別 な 処 理 を 施 さ な く て も 、 １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 の １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 が
得 ら れ る 。 第 二 の 手 法 は 、 感 圧 式 接 着 剤 層 の も と も と の 接 着 力 は さ ほ ど 高 く な い が 、 ガ ラ
ス に 貼 り つ け て か ら 熱 処 理 を 施 す こ と で 接 着 力 を 増 加 さ せ 、 最 終 的 に １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上
の １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 と な る よ う に 設 計 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 一 つ の 形 態 で は 、 上 記 の 感 圧 式 接 着 剤 は 、 偏 光 板 を 液 晶 セ ル の ガ ラ ス
基 板 に 貼 り 合 わ せ て 加 圧 処 理 し て か ら １ 日 後 の ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力
が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 の も の で 構 成 す る 。 本 発 明 の も う 一 つ の 形 態 で は 、 上 記 の 感 圧 式 接
着 剤 は 、 偏 光 板 を 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 に 貼 り 合 わ せ て 加 圧 処 理 し て か ら １ 日 後 の ガ ラ ス
に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 は １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm未 満 で あ る が 、 ガ ラ ス 基 板 に 貼 り 合
わ せ て 加 圧 処 理 し た 後 、 ４ ０ ℃ 以 上 の 温 度 で 熱 処 理 を 施 す こ と で ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度
引 き は が し 粘 着 力 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 と な る も の で 構 成 す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ら の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 透 明 保 護 フ ィ ル ム は 、 偏 光 子 と 反 対 側 に 表 面 処 理 が 施
さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 透 明 保 護 フ ィ ル ム は 、 例 え ば 、 ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス
な ど の セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 光 学 補 償 フ ィ ル ム に お け る 配 向 膜 は 、 親 水 性 の 樹 脂 で 構 成 す る こ と が 多 く 、 例 え
ば 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 樹 脂 で 構 成 す る こ と が で き る 。 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 構 成 す る
液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 は 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 を 含 有 す る 光 学 補 償 層 で あ る こ と
が で き る 。 こ の 光 学 補 償 層 は 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 を 有 す る 液 晶 化 合 物 か ら な る 負
の 複 屈 折 を 有 す る 層 で あ り 、 そ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 が 透 明 支 持 体 面 に 対
し て 傾 い て お り 、 そ し て デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 と 透 明 支 持 体 面 と の な す 角 度
が 光 学 補 償 層 の 厚 さ 方 向 に お い て 変 化 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 デ ィ
ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 が 透 明 支 持 体 面 に 対 し て な す 角 度 は 、 光 学 補 償 層 の 厚 さ 方
向 に お い て 光 学 補 償 層 の 透 明 支 持 体 側 か ら の 距 離 の 増 加 と と も に 増 加 し て い る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 偏 光 子 を 中 心 と し て 、 そ の 一 方 の 面 に 透 明 保 護 フ ィ ル ム が 接 着 さ
れ 、 他 方 の 面 に は 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な る 透 明 支 持 体 の 上 に 配 向 膜 及 び 液 晶 化 合 物 の
コ ー テ ィ ン グ 層 が こ の 順 に 形 成 さ れ て い る 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 、 そ の 透 明 支 持 体 側 で 接 着
さ れ て い る 厚 み １ ６ ０ ～ ２ ０ ０ μ m の 偏 光 板 で あ っ て 、 さ ら に そ の 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ
ン グ 層 側 に 感 圧 式 接 着 剤 層 が 設 け ら れ て お り 、 感 圧 式 接 着 剤 層 は 、 ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０
度 引 き は が し 粘 着 力 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 で あ る 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 も 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 そ の 偏 光 板 を 構 成 す る 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 、 親 水 性 の 層 、 例
え ば 親 水 性 の 配 向 膜 を 含 む 場 合 で あ っ て も 、 そ こ へ の 水 分 の 影 響 が 抑 制 さ れ 、 例 え ば 、 そ
の 液 晶 表 示 装 置 を 高 温 高 湿 の 雰 囲 気 に 置 い た 場 合 に 、 そ の 光 学 補 償 フ ィ ル ム の 層 間 剥 離 や
層 破 壊 を 防 ぐ こ と が で き 、 さ ら に そ れ に 伴 う ト ン ネ リ ン グ の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 は 、 そ れ を 構 成 す る 光 学 補 償 フ ィ ル ム が 、 親 水
性 の 層 、 例 え ば 親 水 性 の 配 向 膜 を 含 む 場 合 で あ っ て も 、 そ こ へ の 水 分 の 影 響 が 抑 制 さ れ 、
例 え ば 、 そ の 偏 光 板 を 高 温 高 湿 の 雰 囲 気 に 置 い た 場 合 に 、 そ の 光 学 補 償 フ ィ ル ム の 層 間 剥
離 や 層 破 壊 を 防 ぐ こ と が で き 、 さ ら に そ れ に 伴 う ト ン ネ リ ン グ の 発 生 を 抑 え る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 具 体 的 な 形 態 を 説 明 す る 。 本 発 明 に 係 る 液 晶
表 示 装 置 の 層 構 成 の 例 を 図 １ に 断 面 模 式 図 で 示 し た 。 こ の 図 に は 、 本 発 明 に 係 る 感 圧 式 接
着 剤 付 き 偏 光 板 の 層 構 成 の 例 も 、 併 せ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ガ ラ ス 基 板 １ ７ を 有 す る 液 晶 セ ル １ ５ に 、 感 圧 式 接 着 剤 層 ９ を
介 し て 偏 光 板 １ ０ が 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 そ し て 偏 光 板 １ ０ は 、 偏 光 子 １ を 中 心 と し て 、
そ の 一 方 の 面 に 透 明 保 護 フ ィ ル ム ７ が 接 着 さ れ 、 他 方 の 面 に は 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 か ら な
る 透 明 支 持 体 ３ の 上 に 配 向 膜 ４ 及 び 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 ５ が こ の 順 に 形 成 さ れ て
い る 光 学 補 償 フ ィ ル ム ２ が 、 そ の 透 明 支 持 体 ３ 側 で 接 着 さ れ た も の で あ る 。 透 明 保 護 フ ィ
ル ム ７ は 、 偏 光 子 １ と 反 対 側 に 表 面 処 理 層 ８ を 有 し て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 図 １ を 参 照 し な が ら 、 各 層 に つ い て 順 次 説 明 を 進 め て い く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 偏 光 子 １ は 、 所 定 方 向 の 振 動 面 を 持 つ 直 線 偏 光 を 透 過 し 、 そ れ と 直 交 す る 方 向 の 振 動 面
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を 持 つ 直 線 偏 光 を 吸 収 す る 光 学 素 子 で あ る 。 具 体 的 に は 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 樹 脂 フ
ィ ル ム に 二 色 性 色 素 が 吸 着 配 向 し た フ ィ ル ム が 挙 げ ら れ る 。 二 色 性 色 素 と し て ヨ ウ 素 が 吸
着 配 向 し て い る ヨ ウ 素 系 偏 光 子 や 、 二 色 性 色 素 と し て 二 色 性 有 機 染 料 が 吸 着 配 向 し て い る
染 料 系 偏 光 子 が あ る が 、 い ず れ も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 光 学 補 償 フ ィ ル ム ２ を 構 成 す る 透 明 支 持 体 ３ は 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 で 構 成 す る 。 セ ル ロ
ー ス 系 樹 脂 と し て 具 体 的 に は 、 ジ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス や ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス な ど の ア
セ チ ル セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 が 挙 げ ら れ る が 、 な か で も ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス が 一 般 的 に 用
い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 透 明 支 持 体 ３ の 上 に 形 成 す る 配 向 膜 ４ は 、 親 水 性 の 樹 脂 で 構 成 さ れ る こ と が 多 く 、 特 に
ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 樹 脂 で 構 成 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 樹
脂 は 、 例 え ば ア ル キ ル 基 な ど が 導 入 さ れ た 、 変 性 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル で あ っ て も よ い 。
通 常 は 、 透 明 支 持 体 ３ 上 に こ の よ う な 親 水 性 の 樹 脂 か ら な る コ ー テ ィ ン グ 層 を 形 成 し 、 そ
の 表 面 を ラ ビ ン グ 処 理 す る こ と に よ り 、 配 向 膜 ４ と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 ５ は 、 例 え ば 、 ネ マ チ ッ ク 液 晶 が 傾 斜 配 向 し た も の （ 新 日
本 石 油 株 式 会 社 か ら 販 売 さ れ て い る “ Ｎ Ｈ フ ィ ル ム ” な ど ） も あ る が 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク
液 晶 を 含 む 塗 布 液 を コ ー テ ィ ン グ し 、 配 向 さ せ た 光 学 補 償 層 で あ る の が 一 般 的 で あ る 。 こ
の 光 学 補 償 層 は 、 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 を 有 す る 液 晶 化 合 物 か ら な る 負 の 複 屈 折 を 有
す る 層 で あ り 、 そ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 が 透 明 支 持 体 面 に 対 し て 傾 い て お
り 、 そ し て そ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 と 透 明 支 持 体 面 と の な す 角 度 が 光 学 補
償 層 の 厚 さ 方 向 に お い て 変 化 し て い る も の が 好 ま し い 。 こ の 形 態 に お い て 、 デ ィ ス コ テ ィ
ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 が 透 明 支 持 体 面 に 対 し て な す 角 度 は 、 光 学 補 償 層 の 厚 さ 方 向 に お い
て 光 学 補 償 層 の 透 明 支 持 体 側 か ら の 距 離 の 増 加 と と も に 増 加 し て い る 、 い わ ゆ る ハ イ ブ リ
ッ ド 配 向 し た も の も 有 効 で あ る 。 デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 構 造 単 位 の 円 盤 面 が 透 明 支 持 体 面 に 対
し て な す 角 度 は 、 例 え ば 、 ５ 度 ～ ５ ０ 度 程 度 の 範 囲 で 透 明 支 持 体 側 か ら 順 次 増 加 し た 構 造
と す る こ と が で き る 。 透 明 支 持 体 上 に 配 向 膜 及 び デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 の コ ー テ ィ ン グ 層
が 形 成 さ れ て い る 光 学 補 償 フ ィ ル ム の 具 体 的 な 例 と し て は 、 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） か ら
販 売 さ れ て い る “ ワ イ ド ビ ュ ー ” フ ィ ル ム （ “ Ｗ Ｖ フ ィ ル ム ” と 表 現 さ れ る こ と も あ る ）
な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 偏 光 子 １ の も う 一 方 の 面 に 貼 り 合 わ さ れ る 透 明 保 護 フ ィ ル ム ７ に は 、 従 来 か ら 使 用 さ れ
て い る 任 意 の 透 明 な 樹 脂 フ ィ ル ム が 使 用 で き る 。 例 え ば 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 、 ポ リ メ チ ル メ
タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 環 状 オ レ フ ィ ン 系 樹 脂
（ ノ ル ボ ル ネ ン 系 樹 脂 ） な ど の フ ィ ル ム 、 ま た ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス や ジ ア セ チ ル セ ル
ロ ー ス な ど に 代 表 さ れ る セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 の フ ィ ル ム を 用 い る こ と が で き る 。 な か で も 、
セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 、 と り わ け ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス の フ ィ ル ム が 好 ま し く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 透 明 保 護 フ ィ ル ム ７ の 表 面 に は 、 表 面 処 理 層 ８ を 設 け る の が 好 ま し い 。 こ の 表 面 処 理 層
８ は 、 偏 光 板 を 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 し た と き に 表 示 面 と な る 側 （ 視 認 側 ） に 、 そ の 物 性 を
改 良 す る た め に 設 け ら れ る 層 で あ る 。 具 体 的 に は 、 表 面 の 耐 擦 傷 性 な ど を 改 善 す る た め に
設 け ら れ る ハ ー ド コ ー ト 層 、 外 光 の 映 り 込 み や ギ ラ ツ キ を 防 ぐ た め に 設 け ら れ る 防 眩 層 、
外 光 の 反 射 を 防 ぐ た め に 設 け ら れ る 反 射 防 止 層 、 静 電 気 の 発 生 を 防 ぐ た め に 設 け ら れ る 帯
電 防 止 層 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ハ ー ド コ ー ト 層 は 、 紫 外 線 硬 化 型 の ハ ー ド コ ー ト 樹 脂 を 塗 工 し 、 そ こ に 紫 外 線 を 照 射 し
て 硬 化 さ せ る 方 法 な ど に よ り 、 設 け る こ と が で き る 。 防 眩 層 は 、 例 え ば 、 フ ィ ラ ー が 添 加
さ れ た 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 を 塗 工 し 、 そ こ に 紫 外 線 を 照 射 し て 硬 化 さ せ 、 フ ィ ラ ー に 基 づ く
凹 凸 を 現 出 さ せ る 方 法 、 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 に エ ン ボ ス 型 を 接 触 さ せ た 状 態 で 紫 外 線 を 照 射
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し 、 硬 化 さ せ て 凹 凸 を 現 出 さ せ る 方 法 な ど に よ り 、 設 け る こ と が で き る 。 反 射 防 止 層 は 、
金 属 酸 化 物 な ど を 一 層 又 は 複 数 層 蒸 着 す る 方 法 な ど に よ り 、 設 け る こ と が で き る 。 ま た 帯
電 防 止 層 は 、 帯 電 防 止 剤 入 り の 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 を 塗 工 し 、 そ こ に 紫 外 線 を 照 射 し て 硬 化
さ せ る 方 法 な ど に よ り 、 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 偏 光 子 １ の 片 面 に 透 明 保 護 フ ィ ル ム ７ が 、 他 面 に は 光 学 補 償 フ ィ ル ム ２ が そ の 透 明 支 持
体 ３ 側 で 、 そ れ ぞ れ 接 着 さ れ 、 偏 光 板 １ ０ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 光 学 補 償 フ ィ ル ム ２ の 外 側 、 す な わ ち 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 ５ の 表 面 に は 、 液 晶
セ ル へ の 貼 合 の た め の 感 圧 式 接 着 剤 層 ９ が 設 け ら れ る 。 こ の 感 圧 式 接 着 剤 層 ９ は 、 ア ク リ
ル 系 な ど 、 粘 着 剤 と も 呼 ば れ る 感 圧 式 接 着 剤 と し て 知 ら れ る 粘 着 性 の 樹 脂 で 構 成 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 こ の 感 圧 式 接 着 剤 層 ９ を 介 し て 、 偏 光 板 １ ０ が 液 晶 セ ル １ ５ の ガ ラ ス 基 板 １ ７
に 貼 り 合 わ さ れ る 。 偏 光 板 １ ０ と 、 そ の 光 学 補 償 フ ィ ル ム ２ を 構 成 す る 液 晶 コ ー テ ィ ン グ
層 ５ の 外 側 に 設 け ら れ た 感 圧 式 接 着 剤 層 ９ と で 、 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 １ ２ が 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 偏 光 板 １ ０ 又 は 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 先 に 背 景 技 術 の 項 で
説 明 し た 如 く 、 高 温 高 湿 条 件 に 晒 し た 場 合 に 、 配 向 膜 、 特 に 親 水 性 の 配 向 膜 が 水 分 に 影 響
さ れ 、 配 向 膜 と 各 層 の 間 の 密 着 力 が 低 下 す る こ と か ら 、 透 明 支 持 体 ３ ／ 配 向 膜 ４ ／ 液 晶 化
合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 ５ の い ず れ か の 界 面 で 浮 き が 起 こ り 、 そ こ を 起 点 と し て ト ン ネ ル 状
の 空 隙 が 偏 光 板 内 部 へ 進 行 し て い く 現 象 、 す な わ ち ト ン ネ リ ン グ を 起 こ す こ と が あ っ た 。
そ し て 本 発 明 者 ら の 調 査 に よ れ ば 、 ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス フ ィ ル ム か ら な る 透 明 支 持 体
上 に ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 樹 脂 か ら な る 配 向 膜 が 形 成 さ れ 、 さ ら に そ の 上 に デ ィ ス コ テ
ィ ッ ク 液 晶 の コ ー テ ィ ン グ 層 が 形 成 さ れ て お り 、 そ の デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 の 円 盤 面 が 透
明 支 持 体 面 に 対 し て 傾 い て お り 、 か つ そ の 円 盤 面 と 透 明 支 持 体 面 と の な す 角 度 が 、 デ ィ ス
コ テ ィ ッ ク 液 晶 コ ー テ ィ ン グ 層 の 厚 さ 方 向 に お い て 透 明 支 持 体 側 か ら の 距 離 の 増 加 と と も
に 増 加 し て い る 構 造 を 有 す る 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） 製 の 光 学 補 償 フ ィ ル ム “ WV-SA ” を
用 い た 場 合 に 、 上 記 の よ う な ト ン ネ リ ン グ の 発 生 が 顕 著 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な ト ン ネ リ ン グ の 原 因 に な る と 考 え ら れ る 光 学 補 償 フ ィ ル ム の 耐 水 性 を 判 別 す
る の に 有 用 な 温 水 浸 漬 試 験 法 も 見 出 し て い る 。 こ の 試 験 法 は 、 対 象 の フ ィ ル ム （ 光 学 補 償
フ ィ ル ム ） を ２ cm× ５ cmの 短 冊 に 裁 断 し 、 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 を 内 側 に し て 、 円
周 が ５ cmで 高 さ が ２ cmの 円 筒 に 丸 め た 状 態 で ６ ０ ℃ の 温 水 に ６ ０ 分 間 浸 漬 し た と き に 発 生
す る 気 泡 の 密 度 に よ り 判 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 図 ２ の （ Ａ ） に 平 面 図 で 示 す よ う に 、 対 象 の フ ィ ル ム （ 光 学 補 償 フ ィ ル ム ）
を 、 ２ cm× ５ cmの 短 冊 に 裁 断 し 、 こ の 短 冊 を 、 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 が 内 側 に な る
よ う に 丸 め て 、 円 周 が ５ cmで 高 さ が ２ cmの 円 筒 に す る 。 こ の 丸 め た 状 態 を 図 ２ の （ Ｂ ） に
斜 視 図 で 示 す 。 丸 め た 状 態 で 突 き 合 わ さ れ た サ ン プ ル 端 部 （ 幅 ２ cmの 二 つ の 端 部 が 突 き 合
わ さ れ た と こ ろ ） １ ０ は 、 接 着 テ ー プ １ ２ で 固 定 す る 。 こ の 状 態 で ６ ０ ℃ の 温 水 に ６ ０ 分
間 浸 漬 す る 。 こ の と き 、 耐 水 性 に 劣 る サ ン プ ル で は 、 多 数 の 気 泡 が 発 生 す る 。 こ の よ う な
気 泡 が 発 生 す る 原 因 の 一 つ と し て 、 水 に よ っ て 透 明 支 持 体 ３ ／ 配 向 膜 ４ ／ 液 晶 コ ー テ ィ ン
グ 層 ５ の 間 の 密 着 力 が 低 下 す る た め に 、 層 間 に 浮 き が 発 生 す る こ と が 考 え ら れ る 。 水 に 対
す る 耐 性 が 高 い 光 学 補 償 フ ィ ル ム で あ れ ば 、 こ の よ う な 気 泡 が あ ま り 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 の よ う な 温 水 浸 漬 試 験 に お い て 多 数 の 気 泡 が 発 生 し 、 耐 水 性 に 劣 る 光 学 補 償 フ ィ ル
ム は 、 通 常 の プ ロ セ ス に よ っ て 偏 光 子 に 貼 り 合 わ せ 、 偏 光 板 と し た 場 合 に 、 高 温 高 湿 条 件
下 で 、 層 間 の 剥 離 に よ る ト ン ネ ル 状 の 浮 き や 剥 が れ が 生 じ る 可 能 性 が 非 常 に 高 い 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に 、 上 記 の 如 き 温 水 浸 漬 試 験 を 行 っ た 後 の 光 学 補 償 フ ィ ル ム に つ い て 、 そ の 表 面 を
倍 率 約 １ ０ 倍 の ル ー ペ で 蛍 光 灯 に か ざ し て 見 た と き の 写 真 を 示 す 。 図 ３ の （ Ａ ） は 、 多 数
の 気 泡 が 発 生 し た サ ン プ ル の 例 で あ り 、 同 （ Ｂ ） は 、 温 水 浸 漬 試 験 に お い て 気 泡 が あ ま り
発 生 し な か っ た サ ン プ ル の 例 で あ る 。 光 学 補 償 フ ィ ル ム 自 体 は 透 明 な の で 、 ど ち ら 側 か ら
見 て も 気 泡 が 観 察 さ れ る が 、 図 ３ の 写 真 は 、 透 明 支 持 体 側 か ら 見 た も の で あ る 。 上 記 の 温
水 浸 漬 試 験 に お い て 、 １ ０ ０ 個 ／ cm 2  以 上 の 密 度 で 気 泡 が 発 生 す る 場 合 は 、 そ の 光 学 補 償
フ ィ ル ム を 偏 光 子 に 貼 り 合 わ せ た 状 態 で 高 温 高 湿 条 件 に 晒 し た と き に ト ン ネ リ ン グ が 発 生
し や す く 、 温 水 浸 漬 試 験 に お い て 発 生 す る 気 泡 の 密 度 が １ ０ ０ 個 ／ cm 2  未 満 、 好 ま し く は
６ ０ 個 ／ cm 2  以 下 で あ れ ば 、 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 偏 光 子 に 貼 り 合 わ せ た 状 態 で 高 温 高 湿 条
件 に 晒 し た と き に ト ン ネ リ ン グ が 発 生 し に く く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 図 ３ の （ Ａ ） に 示 す よ う な 耐 水 性 に 劣 る 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 用 い た 場 合 で あ っ
て も 、 本 発 明 で 規 定 す る よ う に 、 ガ ラ ス に 対 す る 接 着 力 が 大 き い 感 圧 式 接 着 剤 を 介 し て 、
偏 光 板 を 構 成 す る 光 学 補 償 フ ィ ル ム の 液 晶 コ ー テ ィ ン グ 層 と 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 と を 貼
合 す る こ と で 、 ト ン ネ リ ン グ の 発 生 が 抑 え ら れ る こ と が 見 出 さ れ た 。 す な わ ち 、 ガ ラ ス に
対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 の 感 圧 式 接 着 剤 層 ９ を 介 し て 、 偏
光 板 １ ０ の 液 晶 コ ー テ ィ ン グ 層 ５ と 液 晶 セ ル １ ５ の ガ ラ ス 基 板 １ ７ と を 貼 合 す る こ と で 、
上 記 の よ う な ト ン ネ リ ン グ の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。 な お 、 粘 着 剤 の 粘 着 力 は 、 そ れ
に 貼 り 合 わ さ れ る 基 材 （ 本 発 明 で は 偏 光 板 ） の 厚 み に よ り 変 化 し う る の で 、 本 発 明 で は 、
現 在 の 主 流 で あ る １ ８ ０ μ m 前 後 の 厚 み を 中 心 に 、 厚 み １ ６ ０ ～ ２ ０ ０ μ m の 偏 光 板 を 対
象 に す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で い う １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 は 、  JIS Z 0237 の 「 10.4　 １ ８ ０ 度 引 き は が し
粘 着 力 の 測 定 」 に 規 定 さ れ る 方 法 に 準 じ て 測 定 さ れ る 値 で あ る 。 具 体 的 に は 以 下 の よ う に
し て 測 定 さ れ る 。 ま ず 、 測 定 す べ き 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 を ２ ５ mm幅 の 短 冊 に 裁 断 し 、
ガ ラ ス 板 に 貼 り 合 わ せ る 。 こ の ガ ラ ス 貼 合 品 に 、 温 度 ５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で ２ ０ 分
間 の 加 圧 処 理 を 施 し た 後 、 室 温 下 で １ 日 静 置 す る 。 そ の 後 、 万 能 引 っ 張 り 試 験 機 （ 市 販 の
オ ー ト グ ラ フ ： 例 え ば 、 （ 株 ） 島 津 製 作 所 か ら 販 売 さ れ て い る “ AZ1” や “ AG-IN” な ど ）
で １ ８ ０ 度 方 向 に 剥 離 し て 、 そ の と き の 応 力 を 測 定 し 、 こ れ を １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力
と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 試 験 に 用 い る ガ ラ ス 板 は 、 液 晶 セ ル の 基 板 と し て 用 い ら れ る も の で あ り 、 特 に 無 ア
ル カ リ ガ ラ ス が 好 適 で あ る 。 液 晶 セ ル に 用 い ら れ る 無 ア ル カ リ ガ ラ ス の 代 表 例 と し て 、 コ
ー ニ ン グ 社 の “ 1737” が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 先 に も 述 べ た よ う に 、 感 圧 式 接 着 剤 層 の も と も と の 接 着 力 は さ ほ ど 高 く な い が 、
ガ ラ ス に 貼 り つ け て か ら 熱 処 理 を 施 す こ と で 接 着 力 を 増 加 さ せ 、 最 終 的 に １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm
以 上 の １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 と な る よ う に す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 は 、 測 定 す べ
き 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 を ２ ５ mm幅 の 短 冊 に カ ッ ト し 、 ガ ラ ス に 貼 り 合 わ せ 、 そ の ガ ラ
ス 貼 合 品 に 、 温 度 ５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で ２ ０ 分 間 の 加 圧 処 理 を 施 し た 後 、 所 定 の 熱
処 理 を 加 え 、 そ の 後 、 上 と 同 じ 方 法 で １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 行 う 熱 処 理 は 、 ４ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ℃ 程 度 の 温 度 範 囲 か ら 選 ば れ 、 処 理 時 間 は 温 度 に
も 依 存 す る が 、 ５ 分 ～ ３ ０ ０ 時 間 程 度 の 範 囲 か ら 選 ば れ る の が 好 ま し い 。 高 温 で 処 理 す る
場 合 に は 、 偏 光 子 の 熱 劣 化 な ど を 引 き 起 こ す こ と も あ る た め 、 処 理 時 間 は １ ０ ０ 時 間 以 内
に 留 め る の が よ り 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 ６ ０ ℃ ～ ９ ０ ℃ の 温 度 範 囲 で ２ ４ 時 間 ～
１ ０ ０ 時 間 程 度 の 時 間 を か け て 熱 処 理 を 行 う の が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 偏 光 板 が １ ０ Ｎ ／ ２ ５ mm以 上 の １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 で ガ ラ ス に 接 着 さ れ た 液 晶 表
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示 装 置 に お い て 、 高 温 ・ 高 湿 条 件 下 で 剥 が れ や 浮 き が 生 じ な く な る 理 由 は 、 よ り 強 力 に 接
着 さ れ て い る 場 合 に は 、 偏 光 板 を 構 成 す る 各 部 材 の 熱 に よ る 伸 縮 や 吸 湿 に よ る 伸 縮 を 押 さ
え 込 め る た め と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 コ ー テ ィ ン グ 層 や 配 向 膜 を 有 す る 透 明 保 護 フ ィ ル
ム に お け る 各 層 間 の 密 着 力 が 水 の 影 響 で 低 下 し た 場 合 に お い て も 、 他 部 材 の 伸 縮 か ら 受 け
る 層 間 の 歪 み を 小 さ く す る こ と で 、 剥 離 や 浮 き な ど の 不 具 合 を 生 じ に く く す る こ と が で き
る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 実 施 例 を 示 し て 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 例 に よ っ
て 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 実 施 例 １ ］
　 富 士 写 真 フ イ ル ム （ 株 ） か ら 入 手 し た 光 学 補 償 フ ィ ル ム “ WV-SA ” （ 商 品 名 ） は 、 ト リ
ア セ チ ル セ ル ロ ー ス フ ィ ル ム の 片 面 に ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 樹 脂 か ら な る 配 向 膜 が 形 成
さ れ 、 そ の 上 に デ ィ ス コ テ ィ ッ ク 液 晶 が コ ー テ ィ ン グ さ れ た も の で あ る 。 こ の フ ィ ル ム か
ら ２ cm× ５ cmの 短 冊 を 切 り 出 し 、 そ の 液 晶 コ ー テ ィ ン グ 層 を 内 側 に し て 図 ２ に 示 し た 形 態
で 丸 め た 状 態 に て 、 ６ ０ ℃ の 温 水 に ６ ０ 分 間 浸 漬 す る と 、 約 ２ ３ ０ 個 ／ cm 2  の 密 度 で 気 泡
が 発 生 し 、 耐 水 性 に 劣 る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 光 学 補 償 フ ィ ル ム “ WV-SA ” の ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス フ ィ ル ム 側 に 、 接 着 剤 を 介
し て 、 ヨ ウ 素 染 色 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 延 伸 フ ィ ル ム か ら な る 偏 光 子 を 接 着 し 、 偏 光 子 の
他 方 の 面 に は 、 片 面 に ク リ ア ハ ー ド コ ー ト 層 が 設 け ら れ た ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス フ ィ ル
ム （ 商 品 名 ： “ 80CHC ” 、 凸 版 印 刷 （ 株 ） 製 ） を 、 ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス 側 （ ハ ー ド コ
ー ト 層 が 設 け ら れ て い な い 側 ） で 接 着 剤 を 介 し て 接 着 し て 、 厚 み が 約 １ ８ ０ μ m の 偏 光 板
と し た 。 さ ら に 、 こ の 偏 光 板 の 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 構 成 す る 液 晶 コ ー テ ィ ン グ 層 側 に 、 ア
ク リ ル 系 の 感 圧 式 接 着 剤 （ リ ン テ ッ ク （ 株 ） 製 の “ P236JP” ） の 層 を 設 け て 、 感 圧 式 接 着
剤 付 き 偏 光 板 を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 感 圧 式 接 着 剤 層 付 き 偏 光 板 を ２ ５ mm幅 の 短 冊 に 裁 断 し 、 感 圧 式 接 着 剤 側 で 液 晶 セ ル
用 ガ ラ ス 基 板 （ コ ー ニ ン グ 社 の “ 1737” ） に 貼 合 し て 、 温 度 ５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で
２ ０ 分 間 の 加 圧 処 理 を 行 っ た 後 、 室 温 で ２ ４ 時 間 静 置 し た 。 そ の 後 、 万 能 引 っ 張 り 試 験 機
で １ ８ ０ 度 剥 離 試 験 を 行 っ た 。 ガ ラ ス に 対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 は  １ ５ .０ Ｎ ／
２ ５ mmで あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 別 途 、 上 で 作 製 し た 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 を 吸 収 軸 方 向 が 長 辺 に 対 し て 半 時 計 回 り に
４ ５ ° と な る 角 度 で 対 角 約 ８ イ ン チ （ ２ ０ ０ mm） サ イ ズ に チ ッ プ カ ッ ト し た 後 、 １ .１ mm 
厚 の ガ ラ ス 板 （ コ ー ニ ン グ 社 の “ 1737” ） に 貼 合 し て 、 温 度 ５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で
２ ０ 分 間 の 加 圧 処 理 を 行 っ た 後 ２ ４ 時 間 放 置 し た 。 次 に 温 度 ６ ５ ℃ 、 相 対 湿 度 ９ ０ ％ の 高
温 高 湿 オ ー ブ ン に 投 入 し 、 ６ ５ 時 間 後 に サ ン プ ル を 取 り 出 し て 外 観 を 観 察 し た と こ ろ 、 剥
が れ や 浮 き な ど の 不 良 は 発 生 し て い な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
［ 比 較 例 １ ］
　 実 施 例 １ と 同 じ 方 法 で 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 を 作 製 し た 。 た だ し こ こ で 用 い た 感 圧 式
接 着 剤 は 、 実 施 例 １ で 用 い た も の と 同 じ 品 番 で あ る が ロ ッ ト が 異 な る た め 、 こ の 感 圧 式 接
着 剤 付 き 偏 光 板 を ２ ５ mm幅 の 短 冊 に 裁 断 し て そ の 感 圧 式 接 着 剤 側 で ガ ラ ス に 貼 合 し 、 温 度
５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で ２ ０ 分 間 の 加 圧 処 理 を 行 い 、 室 温 で ２ ４ 時 間 静 置 し た 後 の 対
ガ ラ ス １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 は ６ .３ Ｎ ／ ２ ５ mm で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 感 圧 式 接 着 剤 付 き の 複 合 偏 光 板 を 吸 収 軸 方 向 が 長 辺 に 対 し て 半 時 計 回 り に ４ ５ ° と
な る 角 度 で 対 角 約 ８ イ ン チ （ ２ ０ ０ mm） サ イ ズ に チ ッ プ カ ッ ト し た 後 、 １ .１ mm 厚 の ガ ラ
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ス 板 に 貼 合 し 、 温 度 ５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で ２ ０ 分 間 の 加 圧 処 理 を 行 っ た 後 ２ ４ 時 間
放 置 し た 。 次 に 温 度 ６ ５ ℃ 、 相 対 湿 度 ９ ０ ％ の 高 温 高 湿 オ ー ブ ン に 投 入 し 、 ６ ５ 時 間 後 に
サ ン プ ル を 取 り 出 し て 外 観 を 観 察 し た と こ ろ 、 図 ４ に 例 示 し た よ う な ト ン ネ リ ン グ が 発 生
し て い た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
［ 実 施 例 ２ ］
　 比 較 例 １ で 得 た 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 を ２ ５ mm幅 の 短 冊 に 裁 断 し 、 感 圧 式 接 着 剤 側 で
液 晶 セ ル 用 ガ ラ ス 基 板 に 貼 合 し 、 温 度 ５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で ２ ０ 分 間 の 加 圧 処 理 を
し た 後 、 ８ ５ ℃ で １ ５ 時 間 熱 処 理 し て 、 さ ら に 状 態 調 整 の た め に 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度
５ ５ ％ の 環 境 下 で １ ０ 日 間 静 置 し て か ら 、 再 度 １ ８ ０ 度 剥 離 試 験 を 行 っ た と こ ろ 、 対 ガ ラ
ス １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 は １ ７ .３ Ｎ ／ ２ ５ mm に 向 上 し て い た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ こ で 、 比 較 例 １ で 得 た 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 を 、 吸 収 軸 方 向 が 長 辺 に 対 し て 半 時 計
回 り に ４ ５ ° と な る 角 度 で 対 角 約 ８ イ ン チ （ ２ ０ ０ mm） サ イ ズ に チ ッ プ カ ッ ト し た 後 、
１ .１ mm 厚 の ガ ラ ス 板 に 貼 合 し 、 温 度 ５ ０ ℃ 、 圧 力 ５ 気 圧 の 条 件 で ２ ０ 分 間 の 加 圧 処 理 を
行 っ た 後 ２ ４ 時 間 放 置 し 、 次 に 上 と 同 様 に ８ ５ ℃ で １ ５ 時 間 熱 処 理 し て 、 さ ら に 状 態 調 整
の た め に 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ５ ％ の 環 境 下 で １ ０ 日 間 静 置 し て か ら 、 温 度 ６ ５ ℃ 、
相 対 湿 度 ９ ０ ％ の 高 温 高 湿 オ ー ブ ン に 投 入 し 、 ６ ５ 時 間 後 に サ ン プ ル を 取 り 出 し て 外 観 を
観 察 し た と こ ろ 、 剥 が れ や 浮 き な ど の 不 良 は 発 生 し て い な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
［ 参 考 例 １ ］
　 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 説 明 し た 温 水 浸 漬 試 験 を 行 っ た と き に 気 泡 発 生 密 度 が 大 き か っ
た い く つ か の 光 学 補 償 フ ィ ル ム （ 上 記 実 施 例 及 び 比 較 例 で 用 い た “ WV-SA ” で あ る が 、 ロ
ッ ト が 異 な る も の ） を 用 い 、 実 施 例 １ に 準 じ た 方 法 で 偏 光 板 を 作 製 し 、 そ こ に 、 ガ ラ ス に
対 す る １ ８ ０ 度 引 き は が し 粘 着 力 が 種 々 の 値 を 示 す 感 圧 式 接 着 剤 層 を 設 け た 。 そ れ ぞ れ に
つ い て 、 実 施 例 １ に 準 じ た 方 法 で ガ ラ ス 板 に 貼 合 し 、 同 様 の 高 温 高 湿 実 験 を 行 っ た 。 そ れ
ぞ れ の サ ン プ ル に お け る 光 学 補 償 フ ィ ル ム の 気 泡 発 生 密 度 、 感 圧 式 接 着 剤 層 の １ ８ ０ 度 引
き は が し 粘 着 力 、 及 び ト ン ネ リ ン グ の 発 生 状 況 を 、 各 サ ン プ ル の 試 験 数 Ｎ と と も に 表 １ に
ま と め た 。 ト ン ネ リ ン グ の 発 生 率 は 、 表 に 記 載 の 試 験 数 で 実 験 を 行 い 、 そ の う ち の ト ン ネ
リ ン グ が 発 生 し た も の の 割 合 を 表 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 表 １ か ら わ か る よ う に 、 光 学 補 償 フ ィ ル ム 自 体 を 温 水 浸 漬 試 験 し た と き の 気 泡 発 生 密 度
が ２ ３ ０ 個 ／ cm 2  又 は ３ ０ ０ 個 ／ cm 2  で 、 耐 水 性 に 劣 る 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 用 い た 偏 光 板
で あ っ て も 、 本 発 明 に 従 っ て ガ ラ ス に 対 す る 接 着 力 の 高 い 感 圧 式 接 着 剤 層 を 介 し て ガ ラ ス
に 貼 合 す る こ と に よ り 、 高 温 高 湿 条 件 下 で の 水 分 の 影 響 に よ り 発 生 し や す い 不 具 合 （ ト ン
ネ リ ン グ ） の 発 生 を 大 幅 に 抑 制 で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 及 び 感 圧 式 接 着 剤 付 き 偏 光 板 の 層 構 成 例 を 示 す 断 面 模
式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 温 水 試 験 に か け る と き の 、 短 冊 サ ン プ ル の 平 面 図 （ Ａ ） と そ
の 短 冊 サ ン プ ル を 温 水 に 浸 漬 す る た め に 丸 め た 状 態 を 表 す 斜 視 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ３ 】 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 温 水 試 験 し た と き の 表 面 状 態 を 表 す 拡 大 写 真 で あ る 。
【 図 ４ 】 ト ン ネ リ ン グ が 発 生 し た 偏 光 板 の 表 面 端 部 を 撮 影 し た 参 考 写 真 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ … … 偏 光 子 、
　 ２ … … 光 学 補 償 フ ィ ル ム 、
　 ３ … … 透 明 支 持 体 、
　 ４ … … 配 向 膜 、
　 ５ … … 液 晶 化 合 物 の コ ー テ ィ ン グ 層 、
　 ７ … … 透 明 保 護 フ ィ ル ム 、
　 ８ … … 表 面 処 理 層 、
　 ９ … … 感 圧 式 接 着 剤 層 、
１ ０ … … 偏 光 板 、
１ ２ … … 感 圧 接 着 剤 付 き 偏 光 板 、
１ ５ … … 液 晶 セ ル 、
１ ７ … … 液 晶 セ ル の ガ ラ ス 基 板 、
２ ０ … … 光 学 補 償 フ ィ ル ム を 丸 め た と き の 端 部 、
２ ２ … … 端 部 を 固 定 す る 接 着 テ ー プ 、
３ ０ … … ト ン ネ リ ン グ 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供具有压敏粘合剂的液晶显示装置或偏振片，在每个
压敏粘合剂中使用通过在其中形成取向层和液晶化合物涂层而获得的光
学补偿膜。这种顺序在由纤维素基树脂组成的透明支撑体上，并且即使
当光学补偿膜包括低水阻层时，通过防止在潮湿和热条件下的分层和层
断裂来增强其耐水性。解决方案：通过将透明保护膜7粘附到偏振器1的
一个表面并粘贴光学补偿膜2来制造液晶显示装置，该光学补偿膜2通过
将取向膜4和液晶化合物涂层5形成而得到。将由纤维素基树脂组成的透
明支撑体3上的这个顺序，到透明支撑体3侧的偏振器的另一个表面上，
以形成厚度为160-180μm的偏振板10，布置压敏粘合剂层在液晶化合物
涂层5侧，将粘合剂层偏振片粘贴在液晶单元15的玻璃基板17上。压敏粘
合剂层9具有10N / 25当从玻璃上以180°角剥离时的粘性力。Ž
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